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＜ 正解 Ⅲ 耳の聞こえにくさ＞

クイズの解説

滲出性中耳炎の症状は、耳の聞こえにくさ（難聴）と耳閉感（耳の詰まった感じ）で、急性中耳炎のような耳の痛みや耳だれはありません。

耳の痛み（耳痛）は、急性中耳炎の最も典型的な症状で、ほか、 耳だれが出ることや、耳閉感、発熱を伴う
こともあります。一方、滲出性中耳炎は、急性中耳炎のような耳の痛みや耳だれなどのわかりやすい症状はなく、ほとん
どが 耳の聞こえにくさ（難聴）だけです。滲出性中耳炎による難聴の程度は軽度から中等度ですが、この程度の
難聴は周りの人や保護者が気づきにくいことも多く、発見が遅れることがあります。普段の生活の様子から、難聴に早く
気づいてあげることが大切です（右図参照）。
急性中耳炎の治療は、原因が細菌によるものであれば抗菌薬を服用します。また熱が出ている場合は解熱薬を、痛
みがひどいときは鎮痛薬を服用します。滲出性中耳炎の治療は、まずはカルボシステインという、中耳に溜まった水の排
泄を促す飲み薬を使います。またアレルギー性鼻炎や副鼻腔炎を合併している場合は、それらの治療薬を服用します。
こうした保存的治療を3ヵ月以上続けても治らない場合は、中耳に溜まった水を排泄する外科治療を行うこともあります。
滲出性中耳炎にならないためにも、普段から鼻すすりをしない、急性中耳炎になったら完全に治す、耳だけでなく鼻や
のどの病気もしっかり治療する、体調管理をしっかりとするようにしましょう。

＜伊藤先生からのメッセージ＞

重度の難聴で明らかに聞こえない場合は、周りの人や保護者からわかりやすく、治療に結びつきやすいのですが、軽度から中等度の難聴は、「いつもボーッとしている」、「言っていることが理解
できない」と思われがちです。しかし、子ども自身はかんばって聞こうとやる気もありますが、指示がうまく入らないために苦労していることがあります。
特に乳幼児期は言語を習得したり、知識を吸収したりしていく大切な時間です。「聞こえにくさ」を子どものキャラクターや精神的な問題としないで、滲出性中耳炎のような耳の病気からくる難
聴があることを、知っておいてほしいと思います。

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
https://www.takata-seiyaku.co.jp/

